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議 会 だ よ り

平成22 年度の町長施政方針、予算額等の詳細については町のホームページ等でもご覧になれます。[http://www.shimamotocho.jp/]

　
平
成
22
年
第
　
回
定
例
会
を
３
月
　
日
か
ら
25
日

ま
で
の
会
期
で
開
き
ま
し
た
。

　
最
初
に
町
長
か
ら
行
政
報
告
を
受
け
、
閉
会
中
の

継
続
審
査
で
あ
っ
た
平
成
21
年
第
２
号
請
願
を
可
決

し
、
続
い
て
10
人
の
議
員
が
一
般
質
問
を
行
い
ま
し

た
。
次
に
町
道
路
線
の
認
定
及
び
廃
止
に
つ
い
て
ほ

か
８
件
の
議
案
に
つ
い
て
原
案
の
と
お
り
可
決
し
、

そ
の
後
、
平
成
22
年
度
当
初
予
算
な
ど
の
議
案
に
対

し
、
会
派
代
表
等
か
ら
の
質
疑
を
行
っ
た
う
え
、
各
常

任
委
員
会
へ
付
託
し
て
審
査
し
ま
し
た
。

　
25
日
に
は
議
会
改
革
特
別
委
員
会
を
設
置
し
、
選

挙
管
理
委
員
等
の
選
挙
を
行
っ
た
後
、
各
常
任
委
員

会
か
ら
委
員
会
審
査
の
報
告
を
受
け
、
条
例
２
件
は

閉
会
中
の
継
続
審
査
と
し
、
他
の
条
例
等
の
議
案
は

す
べ
て
可
決
し
ま
し
た
。
次
に
議
員
提
案
等
７
件
の

議
案
の
審
議
を
行
い
、
意
見
書
４
件
を
可
決
し
た
後
、

閉
会
し
ま
し
た
。
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議
会
改
革
及
び
議
会
活
性
化
を
図
り
、
議

会
基
本
条
例
の
制
定
に
向
け
て
の
調
査
及

び
検
討
を
行
う
た
め
、
議
会
は
、
議
会
改
革

特
別
委
員
会
を
設
置
し
ま
し
た
。

　
委
員
は
議
員
16
人
全
員
で
、
設
置
期
間

は
調
査
終
了
ま
で
と
し
、
議
会
の
閉
会
中

も
継
続
し
て
調
査
し
ま
す
。

　
委
員
長
に
伊
集
院
春
美
副
議
長
、
副
委

員
長
に
東
田
正
樹
議
員
が
互
選
さ
れ
ま
し

た
。

て
い
る
こ
と
か
ら
、
町
税
全
体
で
も
約
１
億
円

の
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。
な
お
、
財
源
不
足
を
補

う
た
め
基
金
繰
入
金
２
億
２
３
０
０
万
円
及
び

退
職
手
当
債
１
億
１
０
万
円
が
計
上
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
歳
出
の
主
な
も
の
は
、
子
ど
も
手
当
て
が
５

億
２
千
万
円
計
上
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
平
成
20

年
度
か
ら
実
施
し
て
い
る
阪
急
水
無
瀬
駅
前
バ

リ
ア
フ
リ
ー
化
事
業
に
１
億
２
７
０
０
万
円
計

上
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
第
四
小
学
校
の
ト
イ
レ

改
修
工
事
を
は
じ
め
、
消
防
本
部
通
信
指
令
台

改
修
工
事
、
人
権
文
化
セ
ン
タ
ー
施
設
改
修
工

事
、（
仮
称
）
尺
代
５
号
線
整
備
事
業
な
ど
の
建

設
事
業
に
か
か
る
経
費
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

平成22年度

議
会
改
革
特
別
委
員
会

8,687,000

272,000

2,936,000

2,000

318,400

1,609,400

7,180

3,930

1,159,300

5,670

716,772

15,717,652

平成22年度当初予算
区　　　　　分

特
　
別
　
会
　
計

予 算 額
（千円）

一　　般　　会　　計

土 地 取 得 事 業

国民健康保険事業

老 人 保 健

後 期 高 齢 者 医 療

介 護 保 険 事 業

交 通 傷 害 補 償

大沢地区特設水道施設事業

公 共 下 水 道 事 業

五 財 産 区

水　道　事　業　会　計

合　　　計

島
本
町
に
お
け
る
当
初
予
算
の
審
査
は
、

①
議
会
で
町
長
が
平
成
22
年
度
の
施
政
方
針

　
演
説
と
当
初
予
算
案
の
説
明
を
行
う
。

②
各
会
派
代
表
者
等
が
施
政
方
針
に
対
し
大

　
綱
的
な
質
疑
を
行
う
。（
２･

３
面
参
照
）

③
予
算
案
を
所
管
の
常
任
委
員
会
に
分
割
し

　
て
付
託
し
、
詳
細
な
審
査
を
行
う
。

④
各
常
任
委
員
会
委
員
長
か
ら
審
査
の
報
告

　
を
受
け
た
後
、
予
算
案
に
対
し
て
討
論
を

　
行
っ
た
後
（
４
面
参
照
）、
採
決
を
行
う
。

　　
と
い
う
流
れ
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
議
会
は
、
そ
の
様
な
審
議
を
経
て
、
平
成
22

年
度
当
初
予
算
の
全
会
計
を
可
決
し
ま
し
た

（
左
表
参
照
）。

　
【
一
般
会
計
予
算
】

　
一
般
会
計
の
当
初
予
算
は
86
億
８
７
０
０

万
円
で
、
昨
年
度
の
施
策
予
算
後
と
比
較
し

て
１
億
９
７
３
５
万
円
５
千
円
（
2.3
％
）
の

増
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
子
ど
も
手
当

て
が
創
設
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
歳
入
歳
出

と
も
に
約
３
億
５
千
万
円
の
増
加
に
な
っ
た

こ
と
が
主
な
要
因
で
す
。

　
歳
入
で
は
、
本
町
の
自
主
財
源
の
多
く
を

占
め
る
町
税
、
特
に
町
民
税
法
人
分
が
前
年

度
に
比
べ
１
億
１
４
０
０
万
円
の
減
と
な
っ

　
４
月
17
日
開
園
の
レ
ン
ゲ
畑
に
て
第
二
保
育
所
・
第
四
保
育
所
の
子
ど
も
た
ち
で
す

▲▲▲

を
設
置
し
ま
し
た

　
３
月
議
会
で
上
程
さ
れ
た
、「
島
本
町
下

水
道
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
」
及
び

「
島
本
町
水
道
事
業
給
水
条
例
の
一
部
改
正

に
つ
い
て
」
は
所
管
の
建
設
水
道
常
任
委

員
会
で
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
参
考
資
料
等
が
不
十
分
で

あ
っ
た
た
め
、
さ
ら
に
慎
重
な
審
査
が
必

要
で
あ
る
と
委
員
会
が
判
断
し
、
閉
会
中

の
継
続
審
査
と
す
る
こ
と
を
決
定
し
、
こ

れ
を
議
会
も
了
承
し
ま
し
た
。

議
会
は
次
の
議
案
２
件
を

閉
会
中
の
継
続
審
査

と
し
ま
し
た

１

１
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②

土
地
利
用
に
つ
い
て

　
問
　
②
町
営
鶴
ヶ
池
住
宅
跡
地
を
、
以
前
か

ら
我
が
会
派
は
「
民
設
民
営
の
ご
協
力
を
得
た

施
設
」
を
提
案
し
て
き
た
。
今
回
、
民
間
資
金

を
活
用
し
「
民
設
・
民
営
に
よ
っ
て
、
ふ
れ
あ

い
セ
ン
タ
ー
の
機
能
を
補
完
で
き
る
よ
う
な
施

設
」
を
検
討
さ
れ
る
が
、
ど
の
よ
う
な
施
設
を

お
考
え
か
、
具
体
を
伺
う
。
③
阪
急
水
無
瀬
駅

前
・
川
側
交
通
広
場
の
活
用
に
、
漸
く
駐
車
場

の
検
討
を
進
め
ら
れ
る
が
、
商
店
や
住
民
の
多

く
の
人
々
が
望
む
駐
車
場
を
、
ど
の
よ
う
に
検

討
を
進
め
る
の
か
伺
う
。

　
答
　
②
本
町
の
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
で
、

単
独
で
の
建
設
事
業
は
困
難
で
あ
る
こ
と
か
ら

民
間
資
金
を
活
用
し
、
具
体
的
に
は
、
か
ね
て

よ
り
ご
提
案
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
し
た
「
葬

祭
場
及
び
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
場
と
な
る
多
目
的

な
施
設
」
な
ど
に
つ
い
て
、
検
討
し
て
ま
い
り

た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
③
駅
前
交
通
広
場
は
整
備
後
17
年
が
経
過

し
、
当
時
は
バ
ス
・
タ
ク
シ
ー
の
乗
降
場
を
主

目
的
と
し
て
整
備
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
駅

へ
の
送
迎
や
周
辺
商
業
施
設
へ
の
買
い
物
な
ど

の
た
め
一
般
車
両
の
駅
前
交
通
広
場
へ
の
乗
り

入
れ
が
多
く
、
り
そ
な
銀
行
付
近
や
バ
ス
プ
ー

ル
付
近
に
は
駐
停
車
が
見
ら
れ
、
バ
ス
が
安
全

に
運
行
さ
れ
る
た
め
に
は
、
一
時
駐
車
が
可
能

な
駐
車
場
が
必
要
に
な
っ
て
い
る
も
の
と
認

識
。
こ
の
た
め
、
駅
前
交
通
広
場
内
に
駐
車
ス

ペ
ー
ス
の
確
保
に
つ
い
て
、
大
阪
府
、
高
槻
警

察
署
を
は
じ
め
、
バ
ス
・
タ
ク
シ
ー
事
業
者
と

協
議
を
進
め
て
ま
い
り
た
い
。

　
そ
の
他
の
質
疑
項
目

　
▼
町
制
70
周
年
記
念
式
典
▼
財
政
問
題
と
行

財
政
改
革
▼
広
域
行
政
に
つ
い
て
▼
農
林
産
業

▼
町
道
高
浜
幹
線
▼
阪
急
水
無
瀬
駅
バ
リ
ア
フ

リ
ー
工
事
▼
尺
代
緊
急
避
難
道
路
▼
耐
震
・
防

災
▼
上
下
水
道
事
業
▼
保
健
・
医
療
・
福
祉
等

▼
島
本
町
の
歴
史
と
文
化
▼
教
育
環
境
▼
小
中

一
貫
教
育
▼
キ
ャ
リ
ア
教
育

日

本

共

産

党

公

明

党

山

吹

民

主

ク

ラ

ブ

町長の施政方針及び平成22年度予算に対する町長の施政方針及び平成22年度予算に対する

町政運営の基本について
　　　各会派代表等が質問しました
町政運営の基本について
　　　各会派代表等が質問しました

自

由

民

主

党

ク

ラ

ブ

　
清
水 
照
光 

 

　
○
伊
集
院 

春
美

　
河
野 

恵
子
　 

○
冨
永 

千
広 

　
高
山 

佳
昌

　 

岡
田 

初
惠
　 

　
○
川
嶋 

玲
子

　
　
平
井
　
均
　
　
菅
　
俊
勝 

　
藤
原 

靖
彦
　

　
○
東
田 

正
樹
　 

山
口 

博
好

※紙面の都合上、一部抜粋して掲

  載しています。

○印が発言者です

住
民
の
暮
ら
し
を
守
る
た
め
に

　
問
　
暮
ら
し
が
大
変
な
時
、
下
水
道
料
金
の

値
上
げ
、
水
道
料
金
の
値
下
げ
と
合
わ
せ
て
新

た
な
住
民
負
担
増
を
進
め
る
べ
き
で
は
な
い
。

　
答
　
水
道
会
計
の
健
全
な
財
政
運
営
を
維
持

で
き
る
範
囲
内
で
、
料
金
値
下
げ
を
し
た
い
。

　
問
　
施
設
使
用
料
の
減
免
の
制
度
見
直
し

は
、
住
民
の
意
見
を
聞
く
こ
と
が
必
要
だ
。

　
答
　
内
容
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
及
び
文
化
情
報

コ
ー
ナ
ー
で
公
表
、
実
施
前
に
説
明
を
行
う
な

ど
周
知
に
努
め
る
。

無
駄
を
削
り
、
交
渉
し
て
財
源
確
保
を

　
問
　
国
交
省
の
緊
急
土
砂
置
場
は
下
水
処
理

計
画
区
域
か
ら
削
除
し
、
分
担
金
を
減
ら
せ
。

　
答
　
現
時
点
で
は
困
難
。
今
後
、
当
該
地
の

有
効
利
用
も
検
討
し
た
い
。

　
問
　
阪
急
水
無
瀬
駅
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
工
事

の
町
負
担
軽
減
の
た
め
、
府
と
交
渉
す
べ
き
だ
。

　
答
　「
府
鉄
道
駅
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
設
備
整
備

費
補
助
要
綱
」
の
上
限
額
内
の
補
助
で
あ
る
。

　
問
　
各
種
計
画
策
定
は
、
職
員
と
住
民
が
力

を
合
わ
せ
て
作
り
、
委
託
料
減
額
を
求
め
る
。

　
答
　
費
用
対
効
果
な
ど
総
合
的
に
勘
案
し
、

で
き
る
限
り
職
員
自
ら
計
画
案
を
作
成
す
る
。

各
種
施
策
の
充
実
・
改
善
を
求
め
る

　
問
　
夏
の
季
節
に
「
学
校
環
境
基
準
」
を
超

え
る
高
温
の
普
通
教
室
に
エ
ア
コ
ン
設
置
を
今

年
こ
そ
行
う
べ
き
だ
。

　
答
　
平
成
21
年
度
か
ら
耐
震
事
業
に
着
手
す

る
。「
安
全
・
安
心
」
を
基
本
と
し
た
事
業
に
対

す
る
予
算
で
精
一
杯
で
あ
る
。

　
問
　
正
規
保
育
士
確
保
と
と
も
に
、
認
可
保

育
所
増
設
で
待
機
児
を
出
さ
ず
、
安
心
し
て
子

育
て
と
就
労
が
で
き
る
環
境
を
作
る
べ
き
だ
。

　
答
　
町
内
で
の
待
機
事
案
は
発
生
し
て
お
ら

ず
、
正
職
員
保
育
士
は
、「
職
員
採
用
計
画
」
の

中
で
計
画
的
に
確
保
を
考
え
て
い
る
。

町
道
高
浜
幹
線
の
通
学
路
等
の
安
全
対
策
に
つ

い
て

　
問
　
町
道
高
浜
幹
線
の
一
部
歩
道
及
び
、
第

四
小
学
校
の
通
用
門
設
置
の
進
捗
状
況
は
。

　
答
　
歩
道
整
備
に
か
か
る
実
施
設
計
と
一
部

用
地
取
得
が
必
要
と
な
り
、
土
地
価
格
の
鑑
定

を
予
定
し
て
い
る
。
測
量
や
設
計
等
を
行
い
、

必
要
な
用
地
取
得
や
農
業
用
水
路
の
影
響
等
に

つ
い
て
、
関
係
者
と
協
議
を
行
っ
て
い
く
。

尺
代
地
区
緊
急
避
難
道
路
の
整
備
に
つ
い
て

　
問
　
住
民
と
の
話
し
合
い
の
進
捗
状
況
は
。

　
答
　
平
成
25
年
度
の
完
成
を
目
指
し
、
地
元

と
の
協
議
は
、
平
成
21
年
11
月
に
説
明
会
を

行
っ
て
い
る
。
土
地
鑑
定
及
び
、
立
木
補
償
の

算
定
を
実
施
し
、
地
権
者
の
皆
様
に
は
用
地
買

収
の
ご
協
力
の
お
願
い
に
伺
っ
て
い
る
。

疾
病
対
策
に
つ
い
て

　
問
　
ガ
ン
検
診
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
配
布
の
今

後
の
継
続
は
。
子
宮
頸
ガ
ン
予
防
ワ
ク
チ
ン
の

普
及
啓
発
、
接
種
率
向
上
へ
の
考
え
は
。

　
答
　
女
性
特
有
の
ガ
ン
検
診
事
業
と
し
て
、

本
年
度
は
町
の
事
業
と
し
て
実
施
す
る
。
今
後

は
国
の
動
向
等
を
注
視
す
る
と
と
も
に
、
事
業

の
効
果
な
ど
も
勘
案
し
検
討
す
る
。
予
防
ワ
ク

チ
ン
に
つ
い
て
は
、
予
防
効
果
等
、
更
に
研
究

し
、
ガ
ン
検
診
受
診
の
必
要
性
な
ど
も
併
せ
て

総
合
的
な
情
報
発
信
に
努
め
る
。

学
校
の
施
設
整
備
と
環
境
整
備
に
つ
い
て

　
問
　
中
学
校
へ
の
エ
ア
コ
ン
設
置
の
考
え
は
。

　
答
　
町
財
政
の
厳
し
い
中
、
22
年
度
予
算
に

は
「
安
全
・
安
心
」
を
基
本
と
し
た
事
業
に
対

す
る
予
算
が
精
一
杯
の
状
況
に
あ
る
。
エ
ア
コ

ン
設
置
に
つ
い
て
は
、
必
要
と
考
え
て
い
る
こ

と
か
ら
、
で
き
る
だ
け
早
く
整
備
で
き
る
よ
う

取
り
組
み
を
進
め
た
い
と
考
え
て
い
る
。

自
主
財
源
の
確
保
に
つ
い
て

　
問
　
自
主
財
源
の
確
保
は
急
務
で
あ
り
、
そ

の
為
の
具
体
的
な
施
策
に
つ
い
て
、
見
解
を
伺

う
。

　
答
　
Ｊ
Ｒ
島
本
駅
を
ま
ち
づ
く
り
の
核
と
し

て
、
積
極
的
な
施
策
を
展
開
し
て
ま
い
り
た

い
。
定
住
人
口
の
増
加
を
図
り
、
優
良
企
業
の

誘
致
に
つ
い
て
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
た
い
と
考
え
て
い
る
。

広
域
行
政
勉
強
会
の
あ
り
方
に
つ
い
て

　
問
　
本
町
に
お
け
る
課
題
の
解
決
の
為
に
再

開
さ
れ
た
と
認
識
し
て
い
る
。
広
域
行
政
勉
強

会
を
ど
の
よ
う
に
進
め
る
事
に
な
る
の
か
、
基

本
姿
勢
を
確
認
し
た
い
。

　
答
　
効
率
的
な
行
財
政
運
営
を
目
指
し
、
調

査
研
究
を
行
っ
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い

る
。
現
時
点
に
お
い
て
は
合
併
に
関
し
て
一
切

議
論
し
て
い
る
も
の
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
も

広
域
行
政
の
連
携
に
つ
い
て
勉
強
会
を
再
開
し

た
事
が
、
現
在
の
状
況
で
あ
る
。

教
育
環
境
の
整
備
に
つ
い
て

　
問
　
充
実
し
た
教
育
環
境
の
整
備
は
、
町
の

イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に
も
有
効
で
あ
る
。
学
校
の

エ
ア
コ
ン
設
置
は
効
果
的
で
あ
る
と
認
識
し
て

い
る
。
将
来
を
見
越
し
た
先
行
投
資
が
必
要
で

あ
る
と
考
え
る
が
、
見
解
を
伺
う
。

　
答
　
で
き
る
だ
け
早
期
に
空
調
設
備
の
設
置

を
進
め
た
く
考
え
て
い
る
が
、
平
成
22
年
度
予

算
に
は
安
全
・
安
心
を
基
本
と
し
た
事
業
に
対

す
る
予
算
が
精
一
杯
の
状
況
で
あ
る
。
エ
ア
コ

ン
の
設
置
に
つ
い
て
は
必
要
と
考
え
て
い
る
事

か
ら
、
出
来
る
だ
け
早
く
実
現
出
来
る
様
、
取

り
組
み
を
進
め
て
い
く
。

　
そ
の
他
の
質
疑
項
目

　
▼
島
本
町
の
将
来
像
に
つ
い
て
▼
福
祉
施
策

に
つ
い
て
▼
観
光
行
政
の
あ
り
方
ほ
か
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人
び
と
の
新
し
い
歩
み

会
派
に
属
さ
な
い
議
員

◇
平
成
21
年
度
11
月
〜
１
月
分

　
　
例
月
出
納
検
査
結
果
報
告

◇
平
成
21
年
10
月
定
例
監
査
結
果
報
告

◇
議
員
の
派
遣
に
つ
い
て

　
町
村
議
会
議
員
特
別
研
修

　
　
「
弁
護
士
か
ら
見
た
行
政
あ
れ
こ
れ

　
　 

に
つ
い
て
」　
大
阪
市

◇
淀
川
右
岸
水
防
事
務
組
合
議
会
報
告

議
会
の
諸
報
告

　
議
会
は
、
次
の
選
挙
を
行
い
ま
し
た
。

当
選
者
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

○
選
挙
管
理
委
員
の
選
挙

　　
大
西
　
三
音
夫
　
　
瓜
生
　
清
子

　○
選
挙
管
理
委
員
補
充
員
の
選
挙

　
大
岡
　
賴
義
　
　
　
濵
口
　
美
雪

　
日
下
部
　
春
雄
　
　
河
村
　
幸
子

人
事
の
動
き

意
　
見
　
書

　
議
会
は
次
の
意
見
書
を
可
決
し
ま

し
た
。

請
　
　
願

　「
食
料
の
自
給
力
向
上
と
、
食
の
安
全
・
安
心
の

回
復
に
向
け
て
、
食
品
表
示
制
度
の
抜
本
改
正
に

つ
い
て
国
へ
の
意
見
書
提
出
を
求
め
る
請
願
書
」

　　
請
願
事
項

１
　
加
工
食
品
の
原
料
の
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
と

　
　
原
料
原
産
地
の
表
示
を
義
務
化
す
る
こ
と
。

２
　
全
て
の
遺
伝
子
組
み
換
え
食
品
・
飼
料
の
表
示

　
　
を
義
務
化
す
る
こ
と
。

３
　
ク
ロ
ー
ン
家
畜
由
来
食
品
の
表
示
を
義
務
化
す

　
　
る
こ
と
。

４
　
以
上
の
点
を
国
に
意
見
書
と
し
て
提
出
す
る
こ

　
　
と
。

議
会
は
次
の
請
願
を
採
択
し
ま
し
た

行
政
報
告

　
　
　
　
　
　
※
以
下
敬
称
略

【
第
２
号
請
願
】

　 

○
平
野 
か
お
る
　
澤
嶋 

真
紀
子
　
戸
田 

靖
子

　
○
外
村 

敏
一

請願及び意見書の全文については、町のホームページでもご覧になれます。[http://www.shimamotocho.jp/]

【
第
１
号
意
見
書
】

「
食
料
の
自
給
力
向
上
と
、
食
の
安

全
・
安
心
の
回
復
に
向
け
て
、
食
品

表
示
制
度
の
抜
本
的
改
正
を
求
め
る

意
見
書
」

　
　
　
上
記
請
願
の
趣
旨
に
基
づ
く

【
第
２
号
意
見
書
】

「
歯
科
技
工
物
の
安
全
性
を
求
め
る

意
見
書
」

１
　
厚
生
労
働
省
課
長
通
知
（
医
政
歯

発
第
０
９
０
８
０
０
１
）
を
撤
回
す

る
。

２
　
歯
科
技
工
士
が
安
心
し
て
仕
事
を

継
続
で
き
、
歯
科
医
と
連
携
し
て
「
よ

い
入
れ
歯
」
を
保
険
で
給
付
で
き
る
よ

う
歯
科
技
工
物
に
対
す
る
診
療
報
酬
を

改
善
す
る
。

３
　
歯
科
医
療
の
安
全
性
を
確
保
す
る

た
め
、
国
内
で
歯
科
医
療
を
完
結
す
る

体
制
を
確
立
す
る
。

４
　
当
面
の
緊
急
対
策
と
し
て
、
海
外

技
工
物
の
取
り
扱
い
は
、
国
内
歯
科
技

工
士
法
に
則
し
た
も
の
に
す
る
旨
を
諸

外
国
に
通
知
す
る
と
と
も
に
、
海
外
技

工
物
を
薬
事
法
対
象
の
「
医
薬
品
扱

い
」
と
す
る
。

【
第
３
号
意
見
書
】

「
核
兵
器
廃
絶
に
向
け
た
国
際
的
な
核

軍
縮
・
不
拡
散
体
制
の
強
化
を
求
め
る

意
見
書
」

　
現
在
に
お
い
て
も
、
核
兵
器
の
み
な

ら
ず
、
核
爆
弾
搭
載
可
能
な
ミ
サ
イ
ル

の
開
発
、
核
物
質
や
核
技
術
の
流
出
、

拡
散
等
の
脅
威
は
む
し
ろ
高
ま
り
つ
つ

あ
る
。
核
兵
器
廃
絶
の
動
き
、
と
り
わ

け
北
朝
鮮
の
核
問
題
を
含
む
地
域
の
核

廃
絶
へ
の
対
応
を
国
際
的
な
潮
流
と
す

べ
く
努
力
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
よ
っ
て
国
に
お
か
れ
て
は
、
２
０
１

０
年
核
拡
散
防
止
条
約
（
Ｎ
Ｐ
Ｔ
）
運

用
検
討
会
議
に
お
い
て
主
導
的
役
割
を

果
た
す
と
と
も
に
、
米
国
、
ロ
シ
ア
、
中

国
な
ど
の
核
保
有
国
を
は
じ
め
と
す
る

国
際
社
会
に
働
き
か
け
、
核
廃
絶
・
核

軍
縮
・
核
不
拡
散
に
向
け
た
努
力
を
一

層
強
化
さ
れ
る
こ
と
を
強
く
要
望
す

る
。

命
を
守
る
政
策
は
予
算
に
反
映
し
て
い
る
か

　
問
　
貧
困
と
格
差
の
進
行
、
社
会
保
障
の
悪

化
を
も
た
ら
し
た
構
造
改
革
や
市
場
主
義
に
対

し
国
民
は
政
権
交
代
の
審
判
を
下
し
た
。
新
政

権
の
「
命
を
守
る
」
政
策
の
予
算
は
何
か
。

　
答
　
子
ど
も
手
当
、
緊
急
雇
用
、
母
子
事
業
、

妊
婦
健
診
、
女
性
特
有
が
ん
検
診
、
学
校
の
耐

震
、
橋
り
ょ
う
長
寿
命
化
計
画
事
業
等
で
あ
る
。

町
長
は
合
併
の
意
思
を
持
っ
て
い
る
の
か

　
問
　
高
槻
市
・
島
本
町
広
域
行
政
勉
強
会
に

お
い
て
合
併
の
議
論
を
す
る
事
は
、
今
後
十
年

に
亘
る
総
合
計
画
の
策
定
中
で
も
あ
り
「
小
さ

な
自
治
体
の
良
さ
を
活
か
し
た
町
政
運
営
を
行

う
」
と
い
う
姿
勢
に
相
反
し
な
い
か
。

　
答
　
合
併
あ
り
き
で
進
め
る
考
え
は
な
い
。

　住
民
福
祉
切
り
捨
て
で
は
な
く
、
税
金
の
無
駄

遣
い
を
な
く
す
財
政
健
全
化
を

　
問
　
下
水
道
料
金
値
上
げ
等
は
他
自
治
体
で

は
審
議
会
に
諮
問
、
住
民
に
説
明
な
く
当
初
予

算
へ
の
提
案
は
乱
暴
な
手
法
で
は
な
い
か
。

　
答
　
行
財
政
改
革
推
進
検
討
委
や
パ
ブ
コ
メ

を
踏
ま
え
た
。
財
政
状
況
を
勘
案
し
実
施
す
る
。

さ
ら
に
子
育
て
支
援
の
ま
ち
と
し
て
評
価
を

　
問
　
第
二
保
育
所
の
民
営
化
は
町
民
の
財
産

を
失
う
こ
と
に
な
る
。
住
民
福
祉
審
議
会
で

「
基
本
方
針
」
を
認
め
る
答
申
が
出
な
か
っ
た

こ
と
が
広
範
囲
の
住
民
の
意
思
で
は
な
い
か
。

　
答
　
本
町
の
児
童
福
祉
上
の
課
題
、
財
政
状

況
等
勘
案
し
た
結
果
避
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

島
本
駅
西
側
の
田
園
風
景
は
残
せ
る
の
か

　
問
　
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
策
定
に

あ
た
っ
て
公
聴
会
開
催
を
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
答
　
公
聴
会
の
開
催
は
予
定
し
て
い
な
い
。

広
域
行
政
と
合
併
論
議
に
つ
い
て

　
問
　
合
併
問
題
に
関
し
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の

町
長
の
明
確
な
考
え
を
お
聞
か
せ
頂
き
た
い
。

　
答
　
合
併
あ
り
き
で
事
務
を
進
め
る
と
の
考

え
は
一
切
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

　
問
　
現
在
策
定
中
の
第
４
次
総
合
計
画
と
合

併
議
論
と
の
整
合
性
と
今
後
の
進
め
方
は
。

　
答
　
本
町
の
将
来
を
見
据
え
広
域
行
政
の
連

携
の
あ
り
方
に
つ
い
て
真
摯
に
議
論
し
て
行
く
。

　
問
　
新
聞
報
道
に
よ
り
住
民
は
強
い
関
心
と

不
安
を
感
じ
て
い
る
。
住
民
に
対
す
る
説
明
会

や
議
論
の
場
を
設
定
す
べ
き
と
考
え
る
が
如
何
。

　
答
　
現
時
点
で
は
合
併
に
関
し
て
は
一
切
議

論
し
て
い
な
い
。
あ
く
ま
で
も
広
域
行
政
の
連

携
に
つ
い
て
勉
強
会
を
再
開
し
た
所
で
あ
り
、

今
後
調
査
、
研
究
を
進
め
る
過
程
で
資
料
の
公

表
や
オ
ー
プ
ン
な
議
論
は
進
め
て
行
き
た
い
。

　
　

　
そ
の
他
の
質
疑
項
目

　
▼
財
政
の
健
全
化
と
事
業
仕
分
け
実
施

浦
田
　
美
由
紀
　
　
井
上
　
修
一

【
第
４
号
意
見
書
】

「
協
同
労
働
の
協
同
組
合
法
（
仮
称
）
」

の
速
や
か
な
制
定
を
求
め
る
意
見
書

　「
協
同
労
働
の
協
同
組
合
」
は
、
働
く

も
の
が
出
資
し
あ
い
、
全
員
参
加
の
経

営
で
仕
事
を
行
う
組
織
で
あ
る
が
、
新

し
い
働
き
方
を
求
め
て
い
る
団
体
や

人
々
を
含
め
る
と
10
万
人
以
上
存
在
す

る
と
言
わ
れ
て
い
る
。

　
し
か
し
、
根
拠
法
が
な
い
な
ど
、
ま

だ
ま
だ
社
会
的
理
解
が
低
く
、
こ
れ
ら

の
活
動
を
さ
ら
に
活
発
に
し
て
い
く
た

め
に
は
、
法
制
度
を
引
き
続
き
整
備
し

て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　
国
に
お
い
て
も
、
社
会
の
実
情
を
踏

ま
え
、
就
労
の
創
出
、
地
域
の
再
生
、
少

子
・
高
齢
社
会
に
対
応
す
る
有
力
な
制

度
と
し
て
、
「
協
同
労
働
の
協
同
組
合

法
」
の
速
や
か
な
る
制
定
を
求
め
る
。

　
昨
年
11
月
に
、
「
大
阪
府
迷
惑
防
止
条

例
」
違
反
行
為
に
よ
り
本
町
消
防
職
員
が

逮
捕
さ
れ
た
事
案
に
つ
い
て
、
１
月
16
日

に
当
該
職
員
と
被
害
者
と
の
間
で
示
談
が

成
立
し
起
訴
猶
予
が
確
定
し
た
。
本
年
１

月
29

日
付
け
で
当
該
職
員
に
対
し
停
職

３
ヶ
月
の
懲
戒
処
分
を
行
う
と
と
も
に
、

管
理
監
督
責
任
の
あ
る
上
司
２
名
に
対
し

て
文
書
訓
告
を
行
っ
た
。
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一
般
会
計
予
算
に
対
す
る
各
会
派
等
の
意
見

平成 2 2 年度の一般会計予算に対する討論を要約・一部抜粋してお伝えします。

平
成
22
年
第
１
回
島
本
町
議
会
定
例
会
議
決
結
果
一
覧
表

　　

議
決
結
果

議
決
結
果

件
　
　
　
名

件
　
　
　
名

採
択
（
全
員
）

可
決
（
多
数
）

可
決
（
多
数
）

可
決
（
全
員
）

可
決
（
全
員
）

可
決
（
多
数
）

可
決
（
全
員
）

可
決
（
全
員
）

可
決
（
全
員
）

可
決
（
全
員
）

可
決
（
全
員
）

８
人
当
選

可
決
（
全
員
）

可
決
（
多
数
）

継
続
審
査

継
続
審
査

可
決
（
全
員
）

可
決
（
多
数
）

可
決
（
全
員
）

可
決
（
全
員
）

可
決
（
全
員
）

可
決
（
多
数
）

可
決
（
多
数
）

可
決
（
全
員
）

○
食
料
の
自
給
力
向
上
と
、
食
の
安
全
・
安
心
の

　
回
復
に
向
け
て
、食
品
表
示
制
度
の
抜
本
改
正

　
に
つ
い
て
国
へ
の
意
見
書
提
出
を
求
め
る
請
願

　
書
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
※
３
面
参
照
）

○
町
道
路
線
の
認
定
及
び
廃
止
に
つ
い
て

○
職
員
の
勤
務
時
間
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

　
に
つ
い
て

○
島
本
町
火
災
予
防
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

○
公
用
車
の
交
通
事
故
に
係
る
和
解
に
つ
い
て

○
平
成
21
年
度
島
本
町
一
般
会
計
補
正
予
算

　（
第
８
号
）

○
平
成
21
年
度
島
本
町
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計

　
補
正
予
算
（
第
５
号
）

○
平
成
21
年
度
島
本
町
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算

　（
第
５
号
）

○
平
成
21
年
度
島
本
町
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別

　
会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）

○
平
成
21
年
度
島
本
町
公
共
下
水
道
事
業
特
別

　
会
計
補
正
予
算
（
第
５
号
）

○
議
会
改
革
特
別
委
員
会
の
設
置
に
つ
い
て

○
島
本
町
選
挙
管
理
委
員
及
び
同
補
充
員
の
選
挙

　
に
つ
い
て

○
島
本
町
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
改
正
に
つ

　
い
て

○
島
本
町
廃
棄
物
の
減
量
化
及
び
適
正
処
理
等
の

　
推
進
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

○
島
本
町
下
水
道
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

○
島
本
町
水
道
事
業
給
水
条
例
の
一
部
改
正
に
つ

　
い
て

○
島
本
町
交
通
傷
害
補
償
条
例
の
廃
止
に
つ
い
て

○
平
成
22
年
度
島
本
町
一
般
会
計
予
算

○
平
成
22
年
度
島
本
町
土
地
取
得
事
業
特
別
会
計

　
予
算

○
平
成
22
年
度
島
本
町
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別

　
会
計
予
算

○
平
成
22
年
度
島
本
町
老
人
保
健
特
別
会
計
予
算

○
平
成
22
年
度
島
本
町
後
期
高
齢
者
医
療
特
別

　
会
計
予
算

○
平
成
22
年
度
島
本
町
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計

　
予
算

○
平
成
22
年
度
島
本
町
交
通
傷
害
補
償
特
別
会
計

　
予
算

可
決
（
多
数
）

可
決
（
多
数
）

可
決
（
全
員
）

可
決
（
全
員
）

可
決
（
全
員
）

可
決
（
全
員
）

可
決
（
全
員
）

可
決
（
多
数
）

可
決
（
全
員
）

否
決
（
少
数
）

可
決
（
全
員
）

可
決
（
全
員
）

可
決
（
全
員
）

可
決
（
全
員
）

否
決
（
少
数
）

可
決
（
全
員
）

可
決
（
全
員
）

可
決
（
全
員
）

可
決
（
全
員
）

○
平
成
22
年
度
島
本
町
大
沢
地
区
特
設
水
道

　
施
設
事
業
特
別
会
計
予
算

○
平
成
22
年
度
島
本
町
公
共
下
水
道
事
業

　
特
別
会
計
予
算

○
平
成
22
年
度
島
本
町
大
字
山
崎
財
産
区

　
特
別
会
計
予
算

○
平
成
22
年
度
島
本
町
大
字
広
瀬
財
産
区

　
特
別
会
計
予
算

○
平
成
22
年
度
島
本
町
大
字
桜
井
財
産
区

　
特
別
会
計
予
算

○
平
成
22
年
度
島
本
町
大
字
東
大
寺
財
産
区

　
特
別
会
計
予
算

○
平
成
22
年
度
島
本
町
大
字
大
沢
財
産
区

　
特
別
会
計
予
算

○
平
成
22
年
度
島
本
町
水
道
事
業
会
計
予
算

○
島
本
町
議
会
会
議
規
則
の
一
部
改
正
に
つ

　
い
て

○
島
本
町
議
会
の
議
決
す
べ
き
事
件
を
定
め

　
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
（
議
員
提
出
議
案
）

○
島
本
町
障
害
者
自
立
支
援
法
に
基
づ
く
地

　
域
生
活
支
援
事
業
利
用
者
負
担
等
に
関
す

　
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

○
平
成
21
年
度
島
本
町
一
般
会
計
補
正
予
算

　（
第
９
号
）

○
平
成
21
年
度
島
本
町
大
沢
地
区
特
設
水
道

　
施
設
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

○
平
成
21
年
度
島
本
町
水
道
事
業
会
計
補
正

　
予
算
（
第
６
号
）

○
島
本
町
介
護
保
険
条
例
の
一
部
改
正
に
つ

　
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　（
議
員
提
出
議
案
）

○
閉
会
中
の
継
続
審
査
の
申
し
出
に
つ
い
て

　（
建
設
水
道
常
任
委
員
会
）

　〔
第
１
２
号
議
案
・
第
１
３
号
議
案
〕

○
食
料
の
自
給
力
向
上
と
、食
の
安
全
・
安
心

　
の
回
復
に
向
け
て
、
食
品
表
示
制
度
の
抜

　
本
的
改
正
を
求
め
る
意
見
書

○
歯
科
技
工
物
の
安
全
性
を
求
め
る
意
見
書

○
核
兵
器
廃
絶
に
向
け
た
国
際
的
な
核
軍
縮
・

　
不
拡
散
体
制
の
強
化
を
求
め
る
意
見
書

○
「
協
同
労
働
の
協
同
組
合
法
（
仮
称
）」
の

　
速
や
か
な
制
定
を
求
め
る
意
見
書

○
閉
会
中
の
継
続
調
査
の
申
し
出
に
つ
い
て

　（
議
会
運
営
委
員
会
）

人
び
と
の
新
し
い
歩
み

　
高
槻
市
・
島
本
町
広
域
行
政
勉
強
会
で
住
民
の
意
思

を
無
視
し
て
合
併
議
論
を
進
め
る
べ
き
で
は
な
く
、
し

尿
施
設
問
題
と
引
き
換
え
に
す
る
の
は
島
本
町
の
住
民

自
治
を
守
る
と
い
う
行
政
の
基
本
姿
勢
に
欠
け
無
責
任
。

予
算
は
基
金
取
り
崩
し
て
の
編
成
で
、
特
に
建
設
事
業

の
た
め
の
町
債
発
行
は
前
年
度
に
比
べ
58
・
５
％
増
で

後
年
度
負
担
を
危
惧
す
る
。
保
育
所
民
営
化
の
実
施
計

画
策
定
の
強
行
は
認
め
ら
れ
な
い
。使
用
料
・
手
数
料
値

上
げ
に
つ
い
て
住
民
説
明
が
不
十
分
と
し
て
反
対
。

反
対

日
本
共
産
党

　
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
は
４
月
か
ら
５
％
の
値
上
げ

を
決
定
。
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
の
使
用
料
減
免
の
見
直

し
で
今
年
度
百
万
円
の
負
担
増
、
来
年
度
か
ら
は
４
百

万
円
の
住
民
負
担
増
、住
民
の
暮
ら
し
が
大
変
な
時
に
、

追
い
打
ち
を
か
け
る
よ
う
な
事
を
す
べ
き
で
な
い
。

保
育
所
の
ギ
ュ
ウ
ギ
ュ
ウ
詰
め
は
改
善
さ
れ
て
い
な
い
。

民
営
化
あ
り
き
で
な
く
、保
育
所
を
増
設
し
、安
心
し
て

保
育
所
に
預
け
ら
れ
る
こ
と
で
人
口
増
加
を
目
指
す
町

政
を
進
め
る
べ
き
だ
。

反
対

公
　
明
　
党

　
一
中･

二
中
の
耐
震
診
断
、
四
小
の
ト
イ
レ
改
修
工

事
、四
小
通
用
門
設
置
工
事
は
大
変
評
価
す
る
。中
学
校

へ
の
エ
ア
コ
ン
設
置
に
関
し
、
早
期
実
現
に
向
け
計
画

を
強
く
要
望
す
る
。
妊
婦
一
般
健
康
診
査
公
費
負
担
は

現
行
の
14
回
を
、
乳
ガ
ン
・
子
宮
頸
ガ
ン
検
診
の
無
料

ク
ー
ポ
ン
券
配
布
を
継
続
さ
れ
た
事
は
大
変
評
価
す
る
。

外
出
支
援
サ
ー
ビ
ス
事
業
は
年
間
タ
ク
シ
ー
利
用
券
配

布
を
。し
尿
処
理
施
設
・
ご
み
焼
却
場
に
つ
い
て
広
域
行

政
勉
強
会
で
の
担
当
者
の
努
力
を
信
頼
す
る
。

賛
成

自
由
民
主
党
ク
ラ
ブ

　
大
幅
な
税
制
改
正
に
準
備
を
怠
ら
な
い
よ
う
、
ま
た

行
財
政
改
革
に
お
い
て
、
配
食
サ
ー
ビ
ス
利
用
料
の
見

直
し
に
ニ
ー
ズ
も
踏
ま
え
特
別
食
と
の
工
夫
は
一
定
評

価
す
る
が
、町
規
格
葬
儀
補
助
の
積
算
根
拠
に
、財
政
が

苦
し
い
か
ら
単
な
る
補
助
減
額
に
愕
然
。
現
社
会
情
勢

や
ニ
ー
ズ
も
鑑
み
工
夫
す
る
の
が
改
革
で
あ
り
、
例
え

ば
、
町
規
格
葬
儀
と
の
形
で
な
く
皆
様
が
使
用
す
る
火

葬
料
を
一
部
補
助
す
る
等
、
せ
め
て
火
葬
場
の
選
択
肢

を
プ
ラ
ス
す
る
工
夫
な
ど
の
検
討
を
強
く
指
摘
す
る
。

賛
成 山

吹
民
主
ク
ラ
ブ

　
歳
入
に
つ
い
て
は
子
ど
も
手
当
て
の
創
設
に
よ
り
、

３
億
５
千
万
円
の
増
額
と
な
っ
て
い
る
が
、
景
気
の
低

迷
に
よ
り
税
収
は
減
と
な
っ
て
お
り
、
厳
し
い
財
政
状

況
で
あ
る
事
に
変
り
は
無
い
。
人
口
の
増
加
や
企
業
誘

致
、ま
た
観
光
行
政
の
推
進
な
ど
に
よ
り
、自
主
財
源
の

確
保
に
努
め
、自
立
性
を
高
め
る
と
共
に
、さ
ら
な
る
住

民
サ
ー
ビ
ス
の
維
持
向
上
に
努
め
、
本
年
の
み
な
ら
ず

将
来
を
見
据
え
た
行
政
運
営
に
今
後
と
も
励
ん
で
い
た

だ
き
た
い
。
以
上
申
し
添
え
て
賛
成
と
す
る
。

賛
成

会
派
に
属
さ
な
い
議
員

反
対

　
昨
年
４
月
、議
員
に
な
っ
て
以
来
、事
あ
る
毎
に
町
長

や
幹
部
、そ
し
て
又
各
議
員
か
ら
も
財
政
再
建
は
最
重
要

課
題
だ
と
言
い
続
け
て
来
た
所
で
あ
る
。し
か
し
現
実
に

提
案
さ
れ
た
予
算
案
は
町
税
が
１
億
円
以
上
も
減
少
す
る

中
、
規
模
、
考
え
方
共
に
昨
年
と
ほ
ぼ
同
じ
。
そ
し
て
歳

出
を
賄
う
為
に
８
億
８
千
万
円
も
の
町
債
を
発
行
（
借

金
）し
て
の
正
に
歳
出
が
先
に
あ
り
き
の
帳
尻
合
わ
せ
予

算
で
あ
る
。今
こ
そ
抜
本
的
な
事
業
仕
分
け
議
論
無
し
で

は
到
底
財
政
再
建
な
ど
出
来
な
い
。

（
※
１
面
参
照
）

（
※
３
面
参
照
）

（
※
６
面
参
照
）

平
成
22
年
度

申
し
出
の
と

お
り
決
す
る

申
し
出
の
と

お
り
決
す
る



   平成22(2010)年５月２３日　    　                　　   島本町議会だより                            　　　　　　  　（第１４４号）⑤

Ｑ
Ａ

中学校のエアコン設置

Ｑ
Ａ

公共施設使用の公正性と分煙対策について

で
き
る
限
り
速
や
か
に
資
料
公
開
し
、　

　
　 

 

オ
ー
プ
ン
な
形
で
議
論
し
た
い

Ｑ
Ａ

合併議論を含めた広域行政勉強会

まずは島本町住民対象に開催すべきです！

非
課
税
申
請
の
対
象
に
な
る

Ｑ
Ａ

マンション居住者の税負担軽減のために

　問　戸建住宅と集合住宅における、私道に対する税負

担は公平といえるのか、その根拠を問う。

　答　町内の私道は、地目を雑種地、近傍宅地の４分の

１で評価している。集合住宅内の通路は、宅地と評価し

ており、６分の 1 の軽減措置がある。

　問　消防用空地は税軽減の対象になるのではないか。

　答　地方税法において特例措置等の税軽減の規定がな

いから、軽減対象にならない。

　問　不特定多数の利益になることが公共性ではないか。

　答　集合住宅敷地内の通路は、公道から公道に接続

し、なんらの支障もなく誰もが通行できるものについて

は、不特定多数の利益になるものと考えている。

　問　若山台第一住宅の通路の先に旧住宅公団の通路が

あり、その先は公道につながっておる。公道につながっ

ていると考えていいか。

　答　若山台第１住宅の通路は、不特定多数の利用、公

道と公道を結んでいる。非課税申請の対象になろうかと

考えている。

　問　改定「高槻市・島本町広域行政勉強会設置要綱」

に「合併の議論も含め」という文言が加えられた。住民

が川口町長に期待したのはこのような流れか。

　答　勉強会は「広域行政の連携のあり方等」につい

て調査研究を行うもの。合併ありきで事務を進めるとの

考えは一切ない。

　問　規模の大小にかかわらず島本町は独立した自治

体、首長は代表として交渉にあたる立場。広域化と合併

問題が別ではなくなってしまった要因は何か。

　答　広域行政の勉強会を進める中で、合併の議論は

避けて通れない。

　問　平成 15 年アンケートの結果をふまえ、高槻市に

どのように合併見送りを伝えたか。

　答　平成 16 年２月研究会で当時の助役から本町方針

について説明、当日付で合併等研究会は発展的に解消。

　問　住民にどのように情報公開し議論を深めるか。

　答　勉強会での調査研究内容について、できる限り速

やかに資料公開し、オープンな形で議論したいと考える。

　問　普通教室のエアコン設置は近隣の自治体でも増え

ている。子どもたちの環境整備が、大切ではないか。

　答　必要と考えており早く実現できるよう進める。

　問　６月の補正予算を考えてもよいか。子どもたちは

朝練があり、早朝に作った弁当が昼には腐っているとの

声も聞いている。

　答　できるだけ早くということで、努力する。

　問　財政面ではどうか。

　答　平成 22 年度早い段階で、補正予算の計上にさら

に努力する。

　問　ＰＦＩ手法をご存じか。民間事業者が資金、経営、

技術等のノウハウを活用し、冷房設備の設計・施工・維

持管理を一括して行う公共事業手法の一つ。

　答　費用対効果も含め、勉強してまいる。

　その他の質問項目

　▽健康保険証を個人カード方式に▽子宮頸ガン予防ワ

クチンの普及啓発▽特定健康診査に前立腺がんの検診を

　問　JR 島本駅前、人権文化センターロビーや和室にタ

バコの臭いが蔓延する状況を見受ける。公共施設の禁煙

徹底と駅前広場での分煙対策を急ぐべきだ。

　答　JR 島本駅の開業当初、自由通路の階段下付近の喫

煙場所で、タバコの臭いが自由通路内に流れ込み気持ち

悪くなった、駅東側エレベーター真横の喫煙場所の移動

との苦情があった。通行者に極力迷惑にならない場所へ

変更し，その後苦情はきいていない。人権文化センター

は施設内禁煙の徹底と、喫煙場所の変更を検討したい。

　問　私は島本駅で毎週議会報告をしていて相当苦情を

きいている。分煙対策は徹底されていない。

　答　喫煙者は長時間の禁煙に大変因っていて、駅前に

喫煙場所を置かなければ仕方ないのではないか。　

　問　不法投棄問題で先進市を視察した際、市民団体の

提言を受け市街中心部路上禁煙が制度化されていた。年

２回一斉清掃に参加する住民から、ポイ捨ても含め提案

を集め合意のなかで禁煙・分煙を進めるべきだ。

　答　政策的なものとして、一度担当部局と相談したい。

いっぱんしつもん
10人の議員が一般質問を行いました。
紙面の都合上、要約してお伝えいたします。

Ｑ
Ａ

臨時職員の雇用や処遇等はどうなっているか

任
期
付
職
員
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入
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今
後
ど
う
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る
の
か

　問　地方公共団体の一般職の任期付職員の採用に関す

る法律が平成16 年に改定、初の一般職の短時間勤務職員

制度が導入。正職員より多数の臨時職員の現状を問う。

　答　臨時職員数は平成 21 年４月１日現在、任用人数

は233 人、職種は22職種。採用方法は同年２月１日号の

町広報とホームページに臨時職員登録制度の記事を掲載

し、各々の中から随時登録任用者を決定している。

　問　法律の任期付職員採用についての認識はどうか。

　答　地方分権の進展や構造改革特区制度の創設等から

柔軟で弾力的かつ多様な任用及び勤務形態の導入が可能

になったものと理解している。

　問　本町の人事・職員構成を今後どのようにするのか。

　答　臨時と正職員一丸で、今後必要最小限の体制で多

様化する住民ニーズ及び住民サービスの向上に的確に資

するために多種多様な人材確保策が必要。十分検討する。

　問　任期付職員制度導入を今後どうするのか。

　答　本町の実態に合う制度か否か、先進自治体の取組、

府内自治体の動向も踏まえ今後十分検討していきたい。
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企
業
団
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員
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に
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　問　橋下知事が大阪市長に府・市水道事業統合について

申し入れて協議が始まり、大阪市との統合はなくなった

が、大阪府は用水供給事業を廃止し、市を除く府内市町

村による企業団を設立し、将来的に府域一水道事業に統

合することが進んでいる。スケジュールと水道事業統合、

府域一水道は島本町にとってメリットがあるのか問う。

　答　９月議会で企業団規約を提案し議決を経て来年４

月設立を目標とするスケジュールである。メリットは府

が決定している用水供給料金を企業団で決められること。

　問　水道事業統合について情報提供がない。地下水９

割府営水は１割の水質を担保できるのか。企業団議会に

42 市町村の議員が入れて町の意見も反映できるのか。

　答　企業団の議員定数は上限が 30 名。将来的にも１

割程度の受水割合を維持すると意見を言っていく。水道

事業統合については適切な時期に議会に情報提供する。

　その他の質問項目

　▽フジ住宅が住民との協定書を遵守するよう指導せよ
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ＱＡ

高槻市・島本町広域行政勉強会と合併論
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島本町の広域行政の課題について
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島本町交通傷害補償

条例の廃止について

島本町では、乗り物など

の事故に備え、現在町民交

通傷害補償制度を設けてお

ります。

しかし、交通傷害補償事

業の引き受け保険会社がな

くなるため、同事業を中止

し、島本町交通傷害補償条

例を廃止することとなりま

した。

廃止の日は平成23 年 4 月

1 日で、平成 22 年度が最終

年度になります。

４
月
１
日
か
ら
実
施
す
る
方
向
　
　
　
　

　
　
　
　
　
で
協
議
を
整
え
て
い
る

　問　昨年10 月に、短時間利用者の負担軽減を求め「駅

前有料自転車駐車場の短時間利用者に対する値下げ等に

ついて」の質問書を提出し、町長から「運営主体である

財団法人自転車駐車場整備センターと短時間利用者に対

する負担軽減措置と自転車駐車場の増設について、当該

センターと協議を進める」と回答を頂いたが、その後協

議の結果についてどの様になっているのか伺う。

　答　一時利用で午前９時以降に入庫し午後４時までに

出庫した自転車は、現行150 円を 100 円に、ミニバイク

現行250 円、バイク現行300 円を 150 円に割り引く、ま

た自転車とミニバイクについては２時間までの利用を無

料とする事で協議が整っている。ただし、水無瀬駅自転

車駐車場については、自転車およびミニバイクで電磁

ロック式駐車装置利用者のみとなる。

　問　一時利用者の割引制度が実施されれば、住民負担

の軽減になると思うが、何時頃から実施するのか伺う。

　答　本年４月１日から実施する方向で、現在整備セン

ターと協議を整えている。

Ｑ
Ａ

「駅前有料自転車駐車場の短時間利用者に

対する値下げ等」 について

一
時
利
用
者
の
割
引
制
度
の
実
施
は
、

　
　
何
時
か
ら
行
う
の
か

　問　新聞報道によると「高槻市と島本町は２月１０

日に本勉強会の発表をした」とあるが本町は誰が何処で

立ち会っての発表だったのか。

　答　高槻市役所内記者クラブに情報提供したもので

ある。

　問　２月１０日の記者発表の前に何故議会や各議員

に一報を入れなかったのか。その理由を確認したい。

　答　関係機関との調整後、速やかに議員全員協議会に

おいて報告する事とし、日程調整後２月１６日となった。

　問　今回「合併の議論も含め」という文言を新たに

入れた理由と、その文言を入れる事になった経緯は。

　答　今後高槻市と広域行政のあり方について調査研究

を進めて行く中で合併議論も避けて通れないと考えた為。

　問　本勉強会は「今年上半期に中間報告を目指す」と

あるが、本町内での今後の進め方はどのようにお考えか。

　答　中間報告についてはその都度確認しながら事務

を進めて参りたいと考えている。

　問　昨年痴漢行為で現行犯逮捕された消防職員に処分

が出た。停職３ヵ月の根拠、過去の処分との比較を問う。

　答　「職員分限懲戒審査会」の審査結果を受け、懲戒

処分の指針や他自治体での対応等を参考に総合的に判断。

過去に類似事案はないが、停職６カ月の事案に次ぎ重い。

　問　審査内容は一切非公開。住民に判断基準が見え

ず、不透明である。「処分の量定の公正、公平さ」をどう

担保するか。

　答　「公正を期するために設置された」審査会の審査

結果を真摯に受け止め決定するので、担保される。

　問　勤務をさぼる、幹部職員の公共下水道未接続な

ど、住民の信頼失墜の不祥事が続く。身内職員の判断で

なく外部委員による審査会の設置など現行指針を見直し

てはどうか。

　答　必要に応じて、今後も見直しは必要と考える。　

　

　その他の質問項目

　▽「景観条例」の制定を

島本の水は守れるのですか

～水道事業統合について～

　問　広域行政の勉強会の中で、合併問題は避けて通れ

ないとのこと、見解をお訊きする。

　答　広域連携の中では、大きく二つに大別され、一つ

には広域行政（広域連合、協議会、機関の共同設置等）そ

の中に事務委託があり、もう一つは市町村合併である。

この二つの大きな項目について議論をしていくというこ

とで、それについては避けて通れない。

　問　合併について一定の議論をされ、議論される材料

を勉強会で検討されると思うが見解を伺う。

　答　広域行政の勉強会の中で様々なシミュレーション

をされ、今後の財政状況など、その中で、合併について

のシミュレーションは出てきても当然なのではないかと

思っている。出た段階で、議会の皆様、住民の皆様にも

しっかりとお示しをしていきたい。

　問　ワーキンググループの設置について伺う。

　答　四つのワーキンググループを設置し、この中で本

町としての最優先課題はし尿処理の問題、事務委託等に

ついて議論をしていきたいと考えている。

編集後記
出来るだけ詳しく議会の

様子をお知らせしたいと

思っておりますがなかなか

上手く出来ずにいます。

桜の花びらが散るのを見

ながら原稿を書きました

が、皆さんの手元に届くの

はひと月遅れになってしま

いました。

さらに、分かりやすく読

みやすい議会だよりをめざ

してがんばります。

　　　   　　（Ｔ．Ｃ）

議会を傍聴しませんか…次の定例会は6月2 2日開会の予定。詳しくは議会事務局までお問い合わせください。
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